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要性がますます増大 して い ます，当学科で は ， 今ま で化

学物質， 材料など無生物で培われて き
r
た物理的， 化学的

理論と機器設計，生産 ・製造プ ロ セ ス などで発達して ぎ

た シ ス テ ム 理論を生命体に適用し ， 複雑な生命現象を解

明 した り，有用な工 学的応用 に 結び 付けた りして い ます．

逆に ， 生命体の 持つ 素晴らしい 機能や シ ス テ ム を物質や

生産プ ロ セ ス に 取 り入れた 新しい 工学的応用も試み て い

ます．この た め ， 4大講座は ， 化学 ， 生命 ，
プ ロ セ ス

，

材料 と言 うそれぞれ の 特色を保 ち なが らも，相互 に 関連

し合ながら，21世紀の 社会に役立 つ 高等技術者 の 育成を

目的と して教育 ・研究を行 っ て い ます．本稿で は， 5研

究室を紹介し ます．

〉生命工学講座　細胞生産工学研究室

　　　　　　　　　 （井上正美教授，安川洋生助教授）

　バ ク テ リア を生体触媒 とする新規な化学反応を見 い だ

して化学 工業に 応用 し，穏和な条件下，水 を溶媒と して ，

環境に優 しい省 エ ネ ル ギ ー的な物質生産の研究を行 っ て

い ます．ま た，下等多細胞生物を モ デル 生物に 選びその

全遺伝子を網羅的 に解析す る とともに，細胞増殖 ・細胞

分化 ・多細胞体構築機構を分子 レ ベ ル で 解明 し，再生医

療工 学に 応用するた め の 基礎研究を行 っ て い ます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上正美）

レ生命工学講座　細胞物性工学研究室

　　　 （畠山豊正教授，山 口 昌樹助教授，須加実助手）

　当研究室は電磁気学を主 と した物性論的手段 を 用 い て

生命 ・生体現象を解明し，そ の 工学的応用を 目的に研究

を行 っ て い ます．主な テ ーマ は ： 〈 細胞の 電気的性質 と

その 応用 〉 単細胞生物である ゾ ウリム シ の 電気融合，逆

に ，多細胞生物で ある プ ラ ナ リア や ヒ ドラ を電界で 細胞

に 分離し培養する こ とで，細胞集積や幹細胞などの 性質

を調べ て い ます．また，電界に よ る植物プ ロ トプ ラス ト

の 融合 ， 培養， カ ル ス の 再分化などの 効果も調べ て い ま

す，さらに ，
エ レ ク ト ロ ボ レ ーシ

ョ
ソ に よ る酵母へ の 遺

伝子導入 の 最適条件を見い だす研究 も行 っ て い ます．〈

バ イ オ セ ソ サ ー
の 開発〉歯肉溝液を用 い た非侵襲血糖値

の 測定は NEDO の 支援を受けた研究で ，こ の た め の 携

帯型測定装置を開発する と共に ， その 血糖データをもと

に糖尿病予防 ア ル ゴ リズ ム の 開発を行 っ て い ます．また，

空気汚染物質の 高感度測定セ ン サ
ー

の 開発も行 っ て い ま

す．〈 in　silico 生命 の 再構築〉 可動有限オ ートマ トン や

状態方程式を用 い て 生命の セ ン ト ラ ル ドグマ を中心 に計

算機 シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン を行 っ て い ます．　 （畠山豊正）

〉生命工 学講座　生命分子機能工 学研究室

　　　　　　　　　 （小平憲一教授，佐山三 千雄講師）

　工業微生物 （乳酸菌等）を学際的手法 （分予生物 ， 生

化学，分子遺伝，タ ン パ ク 質工 学等）で解析 し ， こ れ ら

微生物の 工学的機能開発を分子 レ ベ ル で行 っ て い ます．

基礎研究分野は ，

‘‘
ゲ ノ ム 構造

”

，
“

遺伝子の 発現と調節
”

お よび
“
タ ソ パ ク 質の 構造 と機能

”

で あ ります，応用研

究課題は，タ ソ パ ク質分解酵素，溶菌酵素，抗生物質，

トキ シ ン
， 乳酸菌の 分子育種などであ ります．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小平憲
一

）

レ生命工学講座　遺伝情報工学研究室

　　　　　　　　　 （磯部正治教授，黒澤信幸助教授）

　現在，世界的規模で ヒ トに 存在する全て の 遺伝子の 構

造と機能の 解明を 目指す ヒ トゲ ノ ム 計画が進行中であ

る．ゲ ノ ム DNA の 塩基配列の 約90％が決定された 現在，

次の重要な課題は塩基配列に書き込まれ た 生命の設計図

ともい え る ゲ ノ ム 情報の 具体的理解に あ る，われわれ の

研究室も，こ の プ ロ ジ ェ ク トに参加 し，ゲ ノ ム 科学的ア

プ ロ
ー

チ を駆使す る こ とに よ り，ヒ トの 病気を引き起こ

す遺伝子の 同定ならび にその 機能解析を 目的とし て研究

を進め て い る．医学生物学，遺伝子工 掌 さらに は，情報

工学 などを利用 して ，癌や老化 に 関与す る遺伝子 の 探索

を続けて い る。そ の 結果，現在まで に ，癌に か か わ るい

くつ か の 新規候補原因遺伝子を単離同定し，こ れらの 機

能解析に つ い て も研究を進め て い る．　　　 （磯部正 治）

レプ ロ セ ス 工学講座　反応プ ロ セ ス 工 学研究室

　　　　　　　　 （諸橋昭
一

助教授 ，星野
一

宏助教授）

　当研究室で は ，化学反応 と生体触媒反応を工 学的に 解

析 し，化学 シ ス テ ム お よび生物プ ロ セ ス を構築するた め

の 操作 ・設計の 基礎 と応用 に 関する研究を行 っ て い る．

主 な研究テ ーマ は ， 1）高分子電解質ゲ ル を利用 した有害

金属の 分離 ・除去法の開発 ， 2）機能性高分子を活用 した

バ イオ プ 卩 セ ス の 開発と利用，3）微生物細胞破砕に よる

生化学的有用物質の 効率的分離 ・回収プ ロ セ ス の 開発，

4）微生物お よ び担子菌に よ る難分解性化学物質の 分解と

その機構解明， などである．　　　　　　 （諸橋昭一）

　本学工学部 の ホ
ーム ペ ージ は ，http：〃www ．toyama −

u ．ac ．jp！eng ！ で す．当学科 の そ の 他 の 情報な どに つ い

て は そ ち らを御覧下さい ．　　　　　　　 （川崎博幸）
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